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研究成果の概要（和文）：近畿北部西側地域個体群のツキノワグマ(以下、クマ)を対象に、ニホンジカによる森
林植生の衰退がクマの餌資源利用に及ぼしている影響を解明することを目的に研究を実施した。2021年～2023年
の期間、踏査によって、クマの糞塊を計280サンプル収集した。収集したサンプルについて、内容物とその構成
割合について分析を実施した。その結果、他の地域個体群に比べて、本調査地域のクマは、森林内に存在する植
物栄養器官（特にササ）への依存度が低い結果が得られた。また、人里近くに存在するタケノコやカキへの依存
が高いことが明らかとなった。さらに秋の食性は、堅果への依存度が低く、液果類への依存性が高かった。

研究成果の概要（英文）：A study was conducted on black bears (hereafter referred to as “bears”) in
 the Nourthen Kinki region population for elucidating the effects of forest vegetation decline 
caused by Japanese deer on the bears' use of food resources.A total of 280 samples of bear fecal 
material were collected by field survey during the period 2021-2023. The collected samples were 
analyzed for contents and their composition. The results showed that, compared to other local 
populations, bears in the study area were less dependent on phytotrophs present in the forest, 
especially dwarf bamboo. In addition, they were found to be highly dependent on bamboo shoots and 
Japanese persimmon, which are present near human settlements. Furthermore, the fall diet was less 
dependent on hard nuts and more dependent on fleshy fruits.

研究分野： 森林生態学

キーワード： ツキノワグマの食性　糞分析　シカによる森林衰退　モウソウチク　カキノキ　液果類　近畿北部西側
個体群
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、ニホンジカによる森林の下層植生衰退によって、ツキノワグマの食性が、集落周辺に存在する人為
的餌資源（孟宗竹の筍、柿）への依存度を高めている可能性が示唆された。また、クマの秋の食性は、ブナ科堅
果に強く依存するものと既往研究では考えられてきたが、本研究では、堅果ではなく、液果類に強く依存してお
り、その豊凶によって出没が左右されていることが示唆された。さらに、暖温帯域に生息するクマの食性は、冷
温帯域のクマと異なる可能性も示唆された。これらの結果は、今後のクマの集落周辺への出没対策やシカの高密
度生息域でのクマの生息地管理を考えるうえで有用な知見といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  
2000 年代以降、ツキノワグマ(クマ)の人里への出没による人との軋轢が日本各地で増加して

おり、社会問題化している。クマの出没は大きな年変動を伴うことから、これまでの研究では主
にブナ科樹木の堅果の豊凶との関係から、その出没の変動を説明する試みがなされてきた(谷口・
尾崎 2003; Oka et al. 2004; Oka 2006; 水谷ほか 2013; Fujiki 2018; 藤木 2019)。一方、西日
本や東日本のクマの生息地域の多くで、2000 年代以降、高密度化したシカによる自然林の下層
植生の衰退が広がってきている(大橋ほか 2007; Takatsuki 2009; Fujiki et al. 2010; 明石ほか
2013; 藤木ほか 2014)。このようなシカによる下層植生の衰退は、春から夏のクマの重要な餌資
源であるササ類や多肉質の高茎草本類の資源量を劇的に減少させることで、この期間のクマの
餌資源環境を大きく悪化させている可能性がある(關 2017)。シカによる植生の衰退が深刻な兵
庫県では、2000 年代以降のクマの出没数の長期的な増加は、秋季よりも春季から夏季にかけて
顕著であることが分析されている(藤木 未発表)。このような春季から夏季にかけての相対的な
出没増加は、堅果の豊凶やクマの生息数の変動では説明できない現象であり、シカの影響による
この時期のクマの餌資源環境の悪化が関係している可能性がある。北米では島嶼に導入された
外来シカ個体群によって森林の下層植生が消失した結果、アメリカクロクマが地域絶滅した事
例が報告されている(Côté 2005)。この事例は高密度化したシカ類はクマの餌資源環境を悪化さ
せることで地域絶滅に追いやる潜在力を有することを示している。一方、国内におけるこれまで
の研究では、北海道のヒグマと丹沢のツキノワグマにおいて、シカの高密度化前後で食性の変化
を比較したところ、シカの高密度化に伴い、餌資源としてシカを採食利用する割合が高まったこ
とが示唆されている(Sato et al. 2004; Koike et al. 2013)。このことはシカの影響による植物餌
資源の消失は、シカという代替資源によって緩和或いは相殺される可能性があることを示して
いる。 
以上のように、シカの高密度化がクマの餌資源環境に及ぼす影響は、正と負と両方の効果を有

している。これらの効果のバランスを適正に評価したうえで、地域個体群の健全性や行動の変化
とどのように関係しているかを明らかにすることが求められている。 
 
 
２．研究の目的 
 
絶滅が危惧される地域個体群が分布する地域(四国や紀伊半島、中国地方)の多くで、シカ 

の高密度化に伴う森林下層植生の衰退が進んでいることから、シカの高密度化がクマの採餌 
生態や人里への出没に及ぼす影響を明らかにすることは、クマの適正な管理をするうえで必 
要不可欠な知見である。そこで本研究では、絶滅が危惧されているクマの近畿北部西側地域 
個体群を対象に、シカの高密度化とそれに伴う森林下層植生の衰退がクマの採餌生態の変化 
と人里への出没増加に及ぼしている影響を明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
森林域を踏査しクマの糞塊を季節毎に採取した。採取した糞塊は、定量比分析法を用いて、採

食品目毎に出現頻度と含有量を測定した(Koike et al. 2013)。ただし、本手法は消化によって
原形を留めていない品目については同定が困難である。そこで糞塊から一部サンプルを採取し、
DNA メタバーコーディング法による食性分析を補完的に実施した。 
また、調査地域おける落葉広葉樹林の下層植生衰退状況とシカの生息密度動向、クマの出没動

向の変化を把握するため、兵庫県森林動物研究センターで収集されているモニタリング・データ
を利用した。 
 
 
４．研究成果 
 
兵庫県豊岡市但東町を中心に、2021 年～2023 年の 4月～12 月にかけて、定期的に山系を踏査

し、クマの糞塊を両年で 280 サンプル収集した。収集した糞塊のうち、231 サンプルについて、
内容物とその構成割合について目視による分析を実施した。さらに、そのうちの約 120 糞塊を対
象に DNA メタバーコーディング解析も実施した。 
モニタリング・データから調査地域内の落葉広葉樹林は下層植生衰退度(SDR)で衰退度２程度

であることが判明した。糞分析から、他の地域個体群に比べて、本調査地域のクマは、森林内に
存在する植物栄養器官（特にササ）への依存度が低い一方、人里近くに存在するタケノコやカキ
への依存が高いことが明らかとなった。このような結果は、シカによる森林の下層植生の衰退の



影響を反映しており、代替餌資源として集落周辺にある人為的餌資源への依存度が高くなって
いることが示唆された。 
次に、調査地域と同様にシカの採食により森林下層植生が衰退している地域（丹沢山地や奥多

摩地域）と比べて、シカへの依存度は低かった。調査地域内ではシカの採食の影響により森林下
層植生が著しく衰退している一方、密度指標データから近年の生息密度は捕獲対策によって、比
較的低密度に抑制されていることが明らかとなった。このような近年の生息密度の低減によっ
て、シカへの依存度が低くなっている可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ツキノワグマの糞の内容物構成割合の月別変化 
 
 
最後に、秋の食性は、堅果への依存度が低く、液果類への依存性が高かった。また、調査期間

3年間の秋の出没変動は、堅果ではなく液果類の結実変動との強く関係していた。他の地域個体
群の多くが冷温帯落葉広葉樹林を主な生息地にしているのに対し、本調査対象個体群は、より低
標高域の暖温帯落葉広葉樹林またはアカマツ二次林を主な生息地としていた。このような利用
する植生帯や植生構成の違いが、他地域のクマとの食性や利用する餌資源の違いに影響してい
る可能性がある。この点については、今後より詳細な実態解明が求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 秋季の糞の内容物構成割合の年変動 
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